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1 拙稿「魯迅と日本の自然主義文学」（『国際文化研究』21 、2015）153-166 頁。 





























                                                                                                                                                                  
編『創造社資料』下（福建人民出版社、1985）732 頁より。 
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 このように、魯迅の小説集『吶喊』・『彷徨』に収録される 25 篇の小説では、11 篇
に私小説的要素が活用されている事実が確認できた。小説集『彷徨』では 3 篇の作品に





















                                                        
12 ここの客観的な事実情報とは、小説の中で、魯迅の実体験が「私」の身に設定される、若しくは小説の
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13 注 9 参照。 
14 彭丹「魯迅の自我小説における「私」」（『アジア文化との比較に見る日本の私小説』、2008）103 頁。 

































17 同注 16、25 頁参照。 
18 李明「魯迅的自我小説與日本近代文学」（『魯迅研究月刊』8、2001）23 頁参照。 
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41 同注 40。 
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26 高井有一「仙石原」〔『朝の水』（筑摩書房 、1973）〕 
 










































































































の定義は、橋本陽介が Leech, Geoffrey N. and Michael H. Short, Style in fiction:a linguistic introduction to English 
fictional prose, London and New York/ Longman, 1981.の説を参照し提出したものである。 































                                                        
110 同注 107、200、201 頁。 
111 近松秋江『黒髪』、『私小説名作選』上 41 頁。 
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118 同注 77、30 頁。原文：「錯時法は……物語内容の順序と物語言説のそれとの様々な形式の不整合。」 
119 同注 77、35 頁。原文：「後説法とは、物語内容の現時点に対して先行する出来事をあとになってから
喚起する一切の語りの操作。」 




122 同注 77、46 頁。原文：「振幅とは、錯時法の物語内容の持続の長さ。」 
123 同注 77、48 頁。原文：「外的後説法とは、振幅の全域が第一次物語言説の外側にはみ出すもの。」 
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130 同注 77、75 頁参照。 




























































                                                        
132 田山花袋『少女病』、『私小説名作選』上 10 頁。 
133 同注 108、69 頁。原文：「直接話法とは、登場人物のセリフを引用符付きでそのまま表出するもので、
伝達節…がつけられることが多い。」 
134 同注 108、72 頁。 
135 同注 108、72 頁参照。橋本陽介によると、中川ゆきこは『自由間接話法』（あぽろん社、1983）におい
て、自由間接話法の本質を語り手による作中人物の「模倣」であると主張する。 
































                                                                                                                                                                  
者の発話をおうむ返しにする引用の形式であると述べる。 
137 同注 108、341 頁参照。 
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代中国文学全集』第 2 巻「郭沫若篇」（河出書房、1954。以下「郭沫若篇」と省略）111-117 頁より。 
148 伊藤虎丸『創造社研究 創造社資料別巻』（アジア出版、1979）4 頁。 





























                                                        
150 同注 149。 

































                                                        
154 陳永志『郭沫若伝略』（上海文芸出版社、1984）87 頁参照。 
155 同注 5、733 頁参照。 




































































                                                        
158 郭沫若『我的童年』（光華書局、1929）、原文：「林訳小説中対於我後来的文学傾向上有決定的影響的、
是 Scott 的「Ivanhoe」。……那種浪漫主義的精神他是具体地提示給我了。我受 Scott 的影響很深、這差不多































                                                        


































                                                        























 郭沫若は 1914 年に日本に留学した。そのころ彼はすぐ官費をもらったので、生活は豊か
とも言える。その証拠に、彼は 1915 年に両親に金の腕時計・金のネックレス、そして 1916
年に日本の鉢植えを送っている。そして、郭沫若は時々友人と旅行し〔東京へ花見、宮島
へ旅行など〕、本も数多く購入した。さらに、1916 年 10 月に、母の誕生日を祝うために、
郭沫若は同寓の人たちにご馳走までした。しかし、1916 年 12 月に佐藤富子〔郭安娜〕と同







生活状況は以下の通りである166。彼は 1918 年 8 月に九州大学に入学し、質屋の二階にある
倉庫に泊まっていた。その後、生活費を減らすために、彼は 9 月、そして 12 月に、二回引
                                                        
164 ここに挙げた郭沫若の身辺小説のリストは、楽山師專郭沫若研究室編『郭沫若研究論叢』第 1 輯（四川
大学出版社、1988）に収録する江源「論郭沫若的「身辺小説」兼及「自伝」」、85、86 頁を参照したもの
である。 































































                                                        
168 同注 5。 
169 同注 5、731 頁。原文：「他的小説可以分作二類、一類是寄託古人或異域的事情来発抒自己的情感的、
可称寄託小説。一類是自己身辺的隨筆式的小説、就是身辺小説。」 
170 江源「論郭沫若的「身辺小説」兼及「自伝」」、楽山師專郭沫若研究室編『郭沫若研究論叢』第 1 輯に
収録（四川大学出版社、1988）83 頁参照。 
171 曽慶瑞「浅議郭沫若早期「身辺小説」、楽山師專郭沫若研究室編『郭沫若研究論叢』第 2 輯に収録（四
川大学出版社、1988）160 頁参照。 



























                                                        





174 同注 171、160 頁参照。 




























                                                        










































179 同注 178。 
180 中島みどり「郭沫若の小説― 一九二〇年代を中心に」、『入夫教授･ 小川教授退休記念中国文学語学
































                                                        
182 同注 180、712、713 頁。 
183 同注 180、713 頁参照。 































郭沫若は……その小説創作の途中において、次々と日本の現代小説作家 15 人の 19
                                                        








































                                                        
186 王文英・王尓齡・盧正言『郭沫若文学特論』（新疆人民出版社、1992）248 頁。原文：「郭沫若……在
他小説創作途中、陸続訳出了日本現代小説 15 家的 19 篇作品、後来集結出版。其中就有「短篇小説之神」
的白樺派作家志賀直哉和私小説著名作家葛西善藏的小説共三篇。」 

















































6 巻第 7 期、1925〕 
1924 主人公松野、妻、子供 文学者 主人公の窃書事件 
『葉羅提之墓』〔初出：『塔』
（商務出版社、1926）〕 
1924 主人公葉羅提、兄嫁 学生 主人公と兄嫁の間の恋話 
『喀爾美蘿姑娘』〔初出：『東









































人 S 一家 
不明 主人公の友人 S の死 
『曼陀羅華』〔初出：『創造






























人 T、G とその妻 
不明 主人公の苦しい日常生活 
『後悔』〔初出：『創造月刊』














                                                        
































                                                        































                                                        
190 中裕史「郭沫若におけるキリスト教の受容：小説『落葉』からみえるもの」（『中国文学報』78、2009）
78、122 頁参照。 
191 同注 165、48 頁参照。 
87 
 
 また、小説の中で、菊子からの手紙は 1916 年 9 月から 12 月までである。郭沫若は 1916












戻らなければならない情況に陥って、ある日〔1924 年 6 月 10 日〕長崎までの船の切符を買
う時に、偶然一人の西洋人と出会い、自分の不遇を西洋人に話したという内容が書かれて
いる。 












                                                        
192 同注 165。原文：「毎週総有三四封信往来。」 





























                                                        
194 郭沫若『少年時代』〔初出：『沫若自伝』第 1 巻（海燕書店、1947）〕、原文：「看見一位堂嫂背着手
站在一籠竹林下面、……我在這時突然起了一種美的念頭、我很想去捫觸那位嫂子的那粉紅的柔嫩的手。但
奇怪的是我這個念頭也不敢走去実現。」引用は『郭沫若全集』第 11 巻 53 頁より、訳文は「郭沫若篇」32
頁より。 
195 郭沫若『葉羅提之墓』、原文：「他起了一個奇怪的欲望、他很想去捫觸他嫂嫂的手、但又不敢去捫它。」































                                                        
196 郭沫若『落葉』、原文：「他只覚得自己罪孽深重、只想一心一意予備着消滅罪愆、完全泯没了自己的要




















 直接話法 間接話法 自由直接話法 自由間接話法 
『陽春別』 1 例 1 例 なし なし 
『万引』 11 例 10 例 1 例 1 例 









                                                        
197 三浦哲郎『拳銃』、『私小説名作選』下 190、191 頁。 
91 
 


























































                                                        
198 同注 196、67 頁。原文：「這是去年三月間的事了。」 
199 同注 196、72 頁。原文：「但是誰暁得我們那一夜的重逢、却才成了永別呢。」 
200 郭沫若『陽春別』、原文：「在買三等船票的櫃台外面站着一位臉色蒼白的青年。」引用は『郭沫若全集』




                                     

























                                                        
201 郭沫若『万引』、原文：「在他跪坐在短棹前這樣縈回思索的時候、他的夫人在廚房里始終没有作聲、孩
子們也好像直覚着一種家難臨頭的光景、沉黙吃着番薯、羅菔、麥飯。」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 196
頁より。 




























                                                        
203 王文英・王尓齡・盧正言『郭沫若文学特論』（新疆人民出版社、1992）242 頁。原文：「『鼠災』以後










































































 「今津紀遊」〔1922 年 2 月 10 日脱稿〕では、郭沫若は福岡今津で一人の女性販売員と出
会ったことが書かれている。彼女から十銭のクッキーを買い、「彼女がはかってくれた目
方は、とりわけたっぷりあった。」205と思っていた。これは小説『喀爾美蘿姑娘』〔1924




















                                                        
205 郭沫若「今津紀遊」〔初出：『創造』季刊第 1 巻第 2 期、1922〕、原文：「她称的分量、分外十足呢。」
引用は『郭沫若全集』第 12 巻 319 頁より、訳文は小野忍・丸山昇訳『続創造十年他』（平凡社、1969。以
下『続創造十年他』と省略）118 頁より。 




第 12 巻 320 頁より、訳文は『続創造十年他』119 頁より。 
208 郭沫若『喀爾美蘿姑娘』、原文：「我揣想她心中対於我也産生了一株嫩芽－愛情的嫩芽。……她是在害





















『他』〔三人称〕 1 例 なし なし なし 
『鼠災』〔三人称〕 5 例 2 例 なし なし 
『残春』〔一人称、事件の
描写が中心〕 




なし 1 例 なし 1 例 
『月蝕』〔一人称〕 なし なし 9 例 なし 
『聖者』〔三人称〕 4 例 2 例 なし なし 
『喀爾美蘿姑娘』〔一人称〕 3 例 なし 4 例 なし 
『漂流三部曲』〔三人称〕 15 例 10 例 11 例 1 例 
『行路難』〔三人称〕 27 例 7 例 5 例 2 例 
『三詩人之死』〔一人称〕 2 例 1 例 1 例 なし 
『人力之上』〔一人称〕 なし なし 2 例 なし 
99 
 
『曼陀羅華』〔一人称〕 2 例 なし なし なし 
『紅瓜』〔一人称〕 1 例 1 例 なし なし 
『亭子間中』〔三人称〕 3 例 なし なし なし 
『湖心亭』〔一人称〕 15 例 2 例 2 例 なし 
『矛盾的統一』〔一人称〕 なし なし 4 例 なし 



















































葉片の繋ぐ所であり、多くの葉脈の合流所である210。                      
   －『残春』 
                                                        
209 郭沫若『鼠災』、原文：「方平甫因校里没課、従早上起来便往朝鮮人某君処教中国話去了－平時是晩上
去的。……他的女人－是位日本牧師的女児－他們是四年前自由結婚的、只因這一結婚便害的他們幸而不幸。
平甫的家族朋友們棄了平甫、他女人的家族朋友們也棄了他女人。」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 15 頁より。 
210 郭沫若『残春』、原文：「門司在九州北端、是九州諸鉄道的終点。若把九州比成一片網脈葉、南北縱走





























                                                        
211 郭沫若『未央』、原文：「愛牟不免要犧牲－在他心中是這麼作想－他些時間、……」引用は『郭沫若全
集』第 9 巻 37 頁より。 
212 郭沫若『漂流三部曲』、原文：「船上的他們是他的一位未満三十的女人和三個幼小的児子。他們是今晨
八点五十分鐘才離開了上海的。」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 242 頁より。 
213 郭沫若『行路難』、原文：「這位旧貨商在他們去年四月回国的時候也曾買過他的東西。那時最値価的是
一架風琴、一百五十塊銭買来還没用上半年、売的時候僅僅売了六十塊銭。其余的東西大都是和送給了他的





























                                                        
214 郭沫若『三詩人之死』、原文：「我們従養兔園里把她抱回寓裏来、養在「玄関」里面－日本房屋的玄関
就像我們説的「朝門」。」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 346 頁より。 
215 郭沫若『紅瓜』、原文：「一団黑影向我面前移動来了。那是甚麼？－一位乘着脚踏車的男子従我身辺経
過。」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 374 頁より。 
216 郭沫若『亭子中間』、原文：「愛牟是睡在地板上的。朋友們怪他、他説因為在日本住慣了、所以回来也




























                                                        
217 同注 209、17 頁。原文：「而今他的解慰者壊到這麼個田地！你叫他怎樣会快活呢？」 
218 郭沫若『聖者』、原文：「受傷的孩子又安静下去了、愛牟抱着他在楼房里走来走去、同時也抱着一腔怨
艾與哀憐的情調。愛牟夫人只在桌旁呆立、好像不知所措的光景。久不入睡的嬰児、看見大人們的驚惶、也
自己覚察了自己的過失的一般、不知幾時早已無聲無息地在床上睡去了。」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 60
頁より。 

































































                                                        
221 同注 209。原文：「①「今天我做了一件壊事、不暁得你要怎樣地遷怒我？」②這天是去年十一月初一、……
方平甫……従早上起来便往朝鮮人某君処教中国話去了。……他在市中買了一本 Gorky 的 My Childhood 的英
訳回到他的寓所的時候、已経十一点鐘了。……③他的女人……突然説出前面的一句話。」 
222 同注 208、208 頁。原文：「但是有誰知道、従這一点微微的罅穴中、会有劇烈的火山爆発呢！」 






























                                                        
224 同注 212、242、244 頁。原文：「船上的他們是他的一位未満三十的女人和三個幼小的児子。他們是今晨
八点五十分鐘才離開了上海的。……今晨五点半鐘雇了両輌馬車、連人帯行李一道送往匯山碼頭上船。」 
225 郭沫若『月蝕』、原文：「可憐我們連亡国奴都還夠不上、印度人都可以進出自由、只有我們華人是狗。」




























                                                        
226 同注 208、228 頁。原文：「総之現在的社会、一切都值得我痛罵。」 
227 同注 212、243 頁。原文：「医学有甚麼！能夠殺得死寄生虫、能夠殺得死微生物、但是能夠把培養這些
東西的社会制度滅的掉嗎？」 
228 郭沫若『湖心亭』、原文：「要解救中国人、除非有一次徹底的兵火！不把一切醜悪的垃圾焼尽、円了寂
的鳳凰不能再生！」引用は『郭沫若全集』第 9 巻 413 頁より。 
229 郭沫若『後悔』、原文：「上海市有甚麼地方可以供児童遊戲的呢？西洋人的公園並不是没有、但那只是
西洋孩子的楽園、看護西洋孩子的中国奶媽可以進去、中国人的孩子是不能進去的。」引用は『郭沫若全集』






























                                                        








































 張資平〔1893－1959〕は、1912 年 8 月に日本に留学し、東京第一高等学校予科と熊本第
五高等学校を経て、1919 年 4 月に東京帝国大学理学院地質学科に入学した。その後 1920 年





















                                                        
232 立松昇一「張資平の言説をめぐって―創造社同人の文学」（『拓殖大学語学研究』112、2006）82、83
頁参照。 
233 沈従文「郁達夫張資平及其影響」〔初出：『新月』第 3 巻第 1 期、1930〕、鄺雪林ほか編『沈従文文集』
第 11 巻に収録（花城出版社、1985。以下『沈従文文集』と省略）139-145 頁。 
234 魯迅「張資平氏的『小説学』」〔初出：『萌芽月刊』第 1 巻第 4 期、1930〕、人民文学出版社魯迅著作




























                                                        
236 同注 233、139、142 頁。原文：「張資平的小説、除了説閑話的材料以外将毫無所得的。……它幫助了年
軽人在很不熟習的男女事情方面得到一個荒唐的犯罪的方便。……他「懂大衆」、把握「大衆」、且知道「大
衆要什麼」、比提倡大衆文芸的郁達夫似乎還高明。……造了一個卑下的低級的趣味標準。」 
237 同注 234、231 頁。原文：「現在我将張資平全集和『小説学』的精華提煉在下面、……那就是－△。」
訳文は学習研究社『魯迅全集』編集室編『魯迅全集』第 6 巻竹内実・吉田富夫訳『二心集』（学習研究社、
1984）59 頁より。 
238 同注 235、99 頁。原文：「以写恋愛小説而著称且大量生産的張資平的作品、却只能給青年以庸俗趣味和
性的挑発。……在最初、張資平的小説里也還従現象上反映一些社会問題、……但作者很快就進入了歧路、
題材是千篇一律、方法是定型公式、大量的多角恋愛小説製造出来了。」 



































241 高田昭二『中国近代文学論争史』（風間書房、1990）135 頁。 


































244 同注 243、89、90 頁参照。 































                                                        


























                                                        









































































                                                        




252 同注 232、83 頁参照。 






































年の故郷期。②1924 年－1928 年の武漢期。③1928 年以降の上海期255。それぞれの時期の主
な小説作品のリストは以下の通りである。 
 
① 1922 年－1924 年の故郷期の主な作品 
『約檀河之水』（1920、11）      『她悵望着祖国的田野』（1921、4）   
『沖撃期化石』（1922、1）      『一班冗員的生活』（1922、5）  
『木馬』（1922、5）         『双曲線與漸近線』（1922、11）     
『愛之焦点』（1922、11）       『一群鵝』（1923、6） 
『回帰線上』（1923、6）       『性的屈服者』（1924、2）  
『百事哀』（1924、3）        『梅嶺之春』（1924、8）など 
 
② 1924 年－1928 年の武漢期の主な作品 
 
『三七晩上』（1925、2）       『雪的除夕』（1925、2） 
『性的等分線』（1925、4）      『小兄妹』（1925、5） 
『二人』（1925、5）         『不平衡的偶力』（1925、6）      
『約伯之涙』（1925、8）       『小教員的悲哀』（1925、8）       
『寒流』（1925、11）         『蔻拉梭』（1926、1）  
『植樹節』（1926、4）        『苔莉』（1926、7） 
『My Better Half』（1926、11）     『氷河時代』（1927、7） 
『兵荒』（1927、11）など 
 
③ 1928 年以降の上海期の主な作品 
 
『寒夜』（1930、6）         『愛力圏外』（1930、8） 




                                                        































                                                        
256 同注 5、733 頁。原文：「回国以後、他最先找到職業、但因為他的負担太重、也不免対生活発生詛咒。
他的一連的身辺小説、便是這個時期写出的。」 














 本小説の脱稿時期は 1924 年 3 月である。資料①では、「去年九月九日結婚」と「今年八
月九日長男生まれ」と書かれている。これは一見時間の虚構のように見えるが、「今年」





 そのため、本小説に書かれた時間に従えば、長男の生まれは 1923 年 8 月 9 日であり、主





去年の夏休みに V は M 市の教会中学校を卒業したばかりであり、教会の宣教師－
                                                        













このように、主人公 V の経歴は一見作者と異なるが、M 市＝梅県、教会中学校＝広益学校
のように、V の身の上には、作者張資平の影が潜んでいると考えられる。また、資料②のほ
か、小説の中で、主人公 V の妻の家族は、V との結婚に反対した。その理由の一つは、小



















                                                        
261 同注 257、22 頁。原文：「去年暑徦 V 才従 M 市的教会中学畢了業出来、教会的宣教師－美国人－就推
薦他到鄰県的 C 県県立高等小学去當英文教師去了。」 
262 同注 243、48 頁参照。 
263 同注 232、83 頁参照。 





























                                                        


































                                                        
266 同注 257、32、33 頁。原文：「V 望見閃閃地発光的手術器械、覚得有一種黑暗的恐怖襲来。「或……或……
万一……万一……」想到這一層、V 愈覚得自己的罪悪。在双親的関係之下得着生命之光的胎児、正在焦望
着和世之光相接触的胎児、今天能夠安然無事的従母胎中分体出来麼？万一的事変発生、非喪失一方的生命
－母或胎児－不可時、……不幸的疑惑連続不断地環縈着 V 的脳海。」 
267 同注 257、34 頁。原文：「她不単為我一個人受罪、她是為我這寂寞的家庭創造新生革命而受罪。」 





























                                                        
269 同注 257、33、34 頁。原文：「反対 V 和瑾英的婚約最力的是瑾英的老祖母、……「你看 V 的人物怎樣？」


































                                                                                                                                                                  
我們家里暫住吧。」瑾英的母親首先提議、專待瑾英和她的祖母的贊成。「……」瑾英只低着頭注視她懐里
的将睡未睡的嬰児。一滴熱淚滴在嬰児的頬上了。嬰児驚醒了、忙睜開他的一対小眼睛、但他並不哭。……

































                                                        



























 資料①では、主人公は教員であることが書かれている。本小説は 1925 年に脱稿し、張資
平はその時に、武漢大学の教員であったので274、主人公の身分は当時の作者と一致する。 
                                                        
272 張資平『小兄妹』〔初出：『資平小説集』（現代書局、1933）〕、楽斉編『張資平小説精品』に収録（中
国文聯出版社、2000）207-227 頁。 
273 同注 272、208 頁。原文：「因為生活問題、毎天晩上準備了功課後、他総想写点東西去換稿費。在中国
政府辦的学校當教員是不能完全維持生活的。薪額上説来很好聴、二百元三百元、但毎月所能領的只有十分
之二三。」 









 資料②では、主人公の長男の年齢が書かれている。本小説の脱稿時間は 1925 年 5 月であ
る。また、長男の生まれなどの内容が書かれた前掲の小説『百事哀』を見ると、長男は 1923



















                                                        
275 同注 272、208 頁。原文：「他的妻身体太弱了、並且不久就要做第二個孩子的母親了。大的児子又還没
有満両歳、……」 































                                                        
277 同注 272、210 頁。原文：「過了一会、她転了一転話頭、「S 児到那時候誰看他呢！」她的清淚終於掉
下来了。」 






 作者は 1922 年に妻と結婚してから 1924 年の秋に武昌〔W 市〕に行くまでの間は、蕉嶺


















師夫婦の紹介で J はやっと彼女と知り合った283。 
 
 資料⑧では、主人公 J は三年前フランスで博士号を取得したと書いてあるが、この点は作
者と異なり、フィクションである。作者は確かに留学経験があるが、留学先は日本であり、
                                                        
279 同注 272、217、218 頁。原文：「照原郷的習慣、産婦在産後一個月要吃一二十匹鶏的。S 児出生時他還
在鉱山里做工、故郷的生活程度也比這 W 市低些、……」 
280 同注 232、83、84 頁参照。 
281 同注 272、222 頁。原文：「J 又回憶到両年前在礦山里的生活来了。他在礦山里両年間也賺了一両千塊
銭。……他也曾編了一部教科書。」 
282 松岡純子「研究資料 張資平研究資料(2)文献目録」（『長崎県立大学論集』 35(2)、2001）41 頁参照。 
283 同注 272、221 頁。原文：「J 三年前従法国得了博士回来、就做了故郷教会辦的中学校的教席。這時候妻































                                                        





























                                                        




































                                                        
287 同注 272、207 頁。原文：「他準備好功課後定要打開抽屜来望望里面的時表－玻璃罩給小孩子打碎了還
没有余銭修整的表、所以没有帯在身上。」 

































                                                        
289 同注 272、220 頁。原文：「S 児在母親懐中睡了半点多鐘、醒過来時、父親不知跑到什麼地方去了。他
























































齢を見ると、長男は二歳である。本小説の脱稿時間は 1925 年 11 月であるので、長男の生ま
れは 1923 年 11 月前後になる。これもまたこれまで考察した張資平の身辺小説の中に出てき
た、主人公の長男の情報と一致する。 
 
                                                        
290 張資平『寒流』〔初出：『創造月刊』第 1 巻第 2 期、1926〕、伊藤虎丸編『創造月刊』に収録（汲古書
院、1975）71-81 頁。 












C の妻は W 市に来てからとっくに一年経ったが、W 市の名所 H 楼がどこにあるの
か、彼女はまだ知らなかった293。 
 
 張資平は 1924 年秋に、家族と連れて武漢に来たため、本小説の脱稿時間である 1925 年
















                                                        
292 同注 290、72 頁。原文：「利己主義者的 C 早就想睡了。……」 
293 同注 290、74 頁。原文：「C 夫人来 W 市早満一年了、但 W 市的名勝 H 楼在那一個方角、她還不知道。」 































                                                        
































                                                        






























 『植樹節』は 1926 年に創作された小説である298。作品は全部で五節あり、病気の治った
後の主人公 V が市場に米を買いに行く途中、自分の貧しい生活に対する恨み言を表す心理
描写を中心内容としている。小説の中では、出来事と言える事件はほとんど存在せず、主
に主人公 V の生活に対する不満が小説の主旨を成している。 
                                                        
297 張資平『植樹節』〔初出：『創造月刊』第 1 巻第 3 期、1926〕、黄侯興編『創造社叢書』小説巻（一）
に収録（学苑出版社、1991）167-178 頁。 
















 また、主人公 V の妻について、主人公は「あなた〔主人公の妻〕が来た後、私と一緒に
かなり苦労し、あちこち転居を重ねていて、三、四年間安定的な生活を過ごすことはなか
った」303と述べる。前述のように、作者は 1922 年に熊淑琴と結婚している。そして本小説








                                                        
299 同注 297、168 頁。原文：「這幾天病中用的銭還是武昌幾個学生購買 C 社出版部股票的基金。」 
300 同注 232、84 頁参照。 
301 同注 297、177 頁。原文：「学校在這三個月只発了一次半薪、去年冬多領了一個月的欠薪早就用完了。」 
302 朱云才「如実透視人的生存境遇」（『貴州民族学園学報』1、2005）22 頁。原文：「国内軍閥連年混戦、……
大学教授常年欠薪、甚至失業。」 
303 同注 297、173 頁。原文「你来之後、跟着我吃苦不少、東飄西泊、三四年来没有一時一刻度過安定的生
活。」 
































                                                        
305 同注 297、172 頁。原文：「－可憐的還是這個児子。……還有你的小妹妹也和你一様可憐。……但是、
你們長大了後、読了我這篇東西時総会流幾滴眼淚吧。」 


























                                                        








































                                                        
309 同注 297、171 頁。原文：「「是的、多吗好看的花。」V 無意識的在答応他的児子。因為他正在回憶五
年前在日本時的春假期中的一天的春光和今天一様。那時候他的心情也和今天的春光一様。前後僅僅五個年
頭、何以我的心竟會枯老至這個様子。」 
































                                                        
311 同注 297、170 頁。原文：「你這個不孝的児子也該受到這様的現世報。你的児女将来也会像你対待你的
父母一様的対待你吧。」 































S は V が子供を連れて入ってきたものの、リビングの前に置いた籐の椅子に少し
                                                        





から V が出て行ったのを見ながら、不思議なことと思い、V はきっと今回の病気
のせいで気が変になったに違いないと思っていた314。 
 
























                                                        
314 同注 297、175 頁。原文：「S 才望見 V 引着小孩子進来、在廳前的籐椅只坐了一忽、一聲不響的又引着































                                                        













また失業した V の一家の生活はこの仕事の報酬だけが頼りだった。……V はずっ
と前から上海に行って貧しい生活を送りながら、創作に専念しようとしていた。
①彼が手紙を書いて上海にある友人に聞いたところ、友人も彼が②くだらない大












 主人公の長男 S の情報については、これまで考察した張資平の身辺小説から確認できる
と思われる。まず、その生まれの時期について、前掲『百事哀』の分析によると、1923 年
8 月 9 日である。その後、『雪的除夕』〔1925、2〕において長男 S は一歳五ヶ月になり、
                                                        
316 同注 315、179 頁。原文：「因為生活問題、近一星期来 V 不能不加緊他的翻訳工作、再次失業的 V 的一
家生活唯有指望此項工作的報酬了。……V 早想到上海去過他的清苦的生活、專門従事創作。①他写信去問
了上海的友人、友人也竭力贊成他②辭掉無味的大学教授早日離開 W 城。」 
317 同注 232、84 頁参照。 


















































『My Better Half』 1926、11 
主人公、妻、主人公の従
































                                                        
319 同注 315、182 頁。原文：「V 在整叠他的訳稿。原本的『岩與礦』只剩七八頁了、且這七八頁里面還有
許多插図。……」 































                                                        
321 同注 315、195 頁。原文：「V 出来先到黃鶴楼前的城牆上望瞭望 H 門前出入的人們。」 






























                                                        





































325 同注 315、183 頁。原文：「－像我這様深的脳病、不久就脳溢血症而死吧。你還発什麼迷夢！単就你的
服裝而論就不能引起女性対你発生恋愛！進行恋愛時、衣服的漂亮還是第一個条件呢。你看那一個女学生不
喜歓漂亮的裝束呢？」 
326 同注 315、187 頁。原文：「「不是的！我暁得！走兵慌呢」S 児説了後不再望他的父母、他只仰視着帳




























ような表情が現われてきた。……V が一つの十字路で帽子を脱ぎ F に別れを告げ
ると、F は微笑みながら彼に向って頷いた。それは彼の臆病さを笑っていたようだ
ったが、また彼の利己主義をも笑っていたようだった328。 
                                                        
327 同注 315、187 頁。原文：「「S、你知道爸和媽商量什麼事麼？媽媽明天帯你到江辺看馬車、汽車去喲。」
S 頂喜歓馬車、汽車、時常要求 V 帯他坐馬車汽車去。他的母親怕他害怕、忙這様的安慰他。」 
328 同注 315、196 頁。原文：「「……」F 沉着臉不説話、但表示出一種看不起 V 的顏色来。……V 在一個
十字路口向 F 脱帽告別、F 微笑向他点首、象笑他卑怯、又象笑他過於自私自利。」 
157 
 

























































































































                                                        
329 郁達夫「五六年来創作生活的回顧」〔初出：『文学週報』5 巻 11・12 号合併号、1927〕、原文：「至
于我的対于創作的態度、……我覚得「文学作品、都是作家的自叙伝」這一句話、是千真万真的。……没有
這一宗経験的人、決不能憑空捏造、做関于這一宗事情的小説。」引用は鉄流ほか編『郁達夫全集』第 5 巻
（浙江文芸出版社、1992 初版。以下『郁達夫全集』と省略）340、341 頁より。 



























                                                                                                                                                                  
若……は見舞いに来た。……このことについて、私はかつて一篇の短編小説『友情和胃病』を創作したこ
とがある。）と述べる。「創造社出版部的第一周年」〔初出：『新消息』週刊創刊号、1927〕、引用は『郁










334 郁達夫「「茫茫夜」発表以後」〔初出：『時事新報・学灯』6 月 22 日号、1922〕、原文：「我平常作
小説、雖極不愛架空的做作、但我的事実（Wahrheit）之中、也有些虚構（Dichtung）在内、並不是主人公的































































































                                                        






同、落筆時的心境各異、然而我想一味悲痛的情調、是前後一貫的。」引用は『郁達夫全集』第 5 巻 78 頁よ
り。 





























                                                        
339 同注 147。原文：「但是我們畢竟還年軽、一回到上海、便逼到了不能忍受的地步。就在這樣的情形之下、
達夫的『血涙』那篇小説写出、那是嘲笑雁冰和振鐸諸人在當時吹噓的「血涙文学」的。」引用は『郭沫若
全集』第 12 卷 133 頁より、訳文は「郭沫若篇」176 頁より。 
340 郁達夫『血涙』〔初出：『時事新報・学灯』8 月 8 日-13 日号、1922〕、原文：「在異郷漂泊了十年、
差不多我的性格都変了。」。引用は『郁達夫全集』第 1 巻 183、184 頁より、訳文は『世界名作翻訳全集』

































美国研究最新最好的主義。 」引用は『郁達夫全集』第 1 巻 183-189 頁より、訳文は『過去 外六篇』69-76
頁より。 
342 郭友文『千秋飲恨―郁達夫年譜長編』（四川人民出版社、1996）304-309 頁参照。 









































































本小説は 1923 年 4 月 6 日に脱稿した。脱稿前の郁達夫の情況は「郁達夫年譜」によると、
以下の通りである。 
 郁達夫は 1923 年 2 月初めのころ、「安慶の教職を辞めて、家族とともに上海に戻った。
まず、妻を富陽に送り、自分一人で北京の長兄の所にしばらく居た。……3 月月末、祖母戴















今日は旧暦の二月二十一日〔新暦 4 月〕で、ちょうど清明節だ346。 
 
 資料①で書かれた小説の「今日」は清明節であるため、4 月 5 日前後であると思われる。




                                                        
345 胡金定「郁達夫年譜」（『言語と文化』10、2006）161-188 頁参照。 
346 郁達夫『蔦蘿行』〔初出：『創造』季刊第 2 巻第 1 号、1923〕、原文：「今天是農曆的二月二十一日、















年譜」の記載によると、郁達夫は 1913 年 9 月下旬頃、17 歳の時に日本へ行き、1921 年 9
月に帰国した348。そのため、下線部①はすべて作者の経験と一致する。また、郁達夫は 1913
年から 1921 年までの八年間の経歴を見ると、彼は 1917 年 8 月〔妻と婚約を結ぶために〕、









                                                        





348 同注 345、162-165 頁参照。 











 郁達夫は 1920 年 7 月に妻と結婚してともに生活した後、「あまり性格が合わなくて、円




















                                                        
351 同注 345、165-170 頁参照。 
352 同注 350、39 頁。原文：「有現代青年的思想、因而他們的婚禮也是頗為簡樸別致的。既没有挙行旧式的
結婚儀式、也没有大擺結婚宴席。」 





























                                                        
354 同注 346、228 頁。原文：「在窮郷僻壤生長的你、自幼也不曾進過学校、也不曾呼吸過通都大邑的空気、
提了一双繊細纏小了的足、抱了一箱家塾里念過的『列女伝』・『女四書』等旧籍、到了我的家里。」 
355 同注 350、37 頁。原文：「頗有資産和地位的開明賢達、主張不纏足、不耽守閨閣繍房、可以到学校里去
読書求学。因而、孫荃没有深居簡出、……自小天資聡明、勤奮好学、能詩能文。」 
356 同注 350、254 頁。原文：「已能圧倒前清的老秀才。」 












 上記の資料の中に、下線部①について、郁達夫は 1921 年 9 月初めに帰国し、『創造』季
刊の出版の準備に取りかかり、その後、10 月初め、郭沫若の推薦を受け、安慶の専門学校
に赴任した359。 
 次に、下線部②－④について、郁達夫の経歴を見ると、彼は 1921 年 10 月から 12 月まで、
三ヶ月の間に安慶〔A 地〕で教員をしていたが、1922 年 1 月に、『創造』季刊の発行を準
備するために、上海に向かった。上海で旧暦の大晦日を過ごした後、東京帝国大学の卒業
試験を受けるため、3 月に日本に渡った。そして 7 月に留学生活を終え、中国に戻った360。
つまり、下線部②－④で書かれた内容は、すべて郁達夫自身の情況と同じである。 
 下線部⑤について、郁達夫の祖母は 1923 年 3 月に亡くなったことから361、小説の主人公
の情況と一致する。 
 また、下線部⑥と⑦について、郁達夫は留学生活を終え、中国に帰った後、9 月から安慶
で教員になり、妻と同居し始めた。その後、10 月 3 日に「答胡適之先生」を発表し、11 月
20 日小説『采石磯』を書き上げ、胡適との揉みことを示唆した362。つまり、下線部⑦は、
                                                        









359 同注 345、81-86 頁参照。 
360 同注 359。 
361 同注 345、88 頁参照。 





























                                                        




364 同注 345、85 頁参照。 




























                                                        
366 同注 346、235 頁。原文：「立在船舷上、呆呆的凝望着春江第一楼前後的山景、我口里雖在微吟「近郷
情更怯、不敢問来人」的二句唐詩、我的心里却在這樣的黙祷、 ……天帝有霊、當使埠頭一個我的認識的人
也不在！要不使他們知道才好、要不使他們知道我今天淪落了回来才好……」 
367 同注 346、226、227 頁。原文：「啊啊、在這樣薄寒軽暖的時候、當這樣有作有為的年紀、我的生命力、
我的活動力、何以会同冰雪下的草芽一樣、一些児也生長不出来呢？啊啊、我的女人！我的不能愛而又不得
不愛的女人！我終覚得対你不起！」 
368 同注 346、227 頁。原文：「啊啊、我的最愛的女人、你若知道我這一層隠衷、你就該饒恕我了。」 






























                                                        
370 同注 346、236、237 頁。原文：「啊啊！反抗反抗、我対於社会何嘗不暁得反抗、你対於加到你身上来的
虐待也何嘗不暁得反抗、但是怯弱的我們、没有能力的我們、教我們従何処反抗起呢？」 
































                                                        
372 同注 346、226 頁。原文：「①龍華附近的桃林草地上、大約有許多穿着時式花樣的軽綢繍緞的恋愛者在
那里対着蒼空発愉楽的清歌、但我的這従玻璃窗里透過来的②半角青天、何以総帯着一副嘲弄我的形容呢？」 





























                                                        







































                                                        
376 同注 346、238 頁。原文：「我前面也已経提起過了、在社会上雖是一個懦弱的受難者的我、在家庭內却
是一個凶悪的暴君。」 














 前述のように、1917 年 8 月の初め頃、母の命令に従い、郁達夫は富陽宵井下台門孫考貞








































1917 年 1918 年 1919 年 1920 年 1921 年 1922 年 1923 年 
孫→郁 
手紙 
4（6） 3（5） 6（7） 3（4） 0（1） １（2） 0（3） 
3 0 0 0 0 0 0 
詩文 
12 8 3 11 0 1 0 




                                                        
379 同注 378。 
































































































                                                        



























                              －『蔦蘿行』 
 





第 1 巻 184-185 頁より、訳文は『過去 外六篇』71 頁より。 



































但是因為没有路費、所以就不得不在上海住下了。」引用は『郁達夫全集』第 1 巻 189、190 頁より、訳文は






























                                                        
385 郁達夫『還郷記』〔初出：『中華新報・創造日』第 2 期、1923〕、原文：「我的故郷在富春山中、正當
清泠的銭塘江的曲処。」引用は『郁達夫全集』第 1 巻 270 頁より。 




 まず下線部①について、前述のように、郁達夫は 1923 年 2 月に安慶専門学校の仕事を辞
め、家族と一緒に上海に来ており、失業する時期はちょうど本小説を脱稿する半年前であ

























                                                        
387 同注 385、280 頁。原文：「四周的景色、忽而変了、一刻前那樣豊潤華麗的自然的美景、都又好象在那
里嘲笑我的樣子、「你回来了麼？你在外国住了十幾年、学了些什麼回来？你的能力怎麼不拿些出来讓我們
看看？現在你有養老婆児子的本領麼？哈哈！你読書無術、到頭来還不是帰到郷間去齧祖宗的積聚！」」 




























































                                                        





























                                                        












































                                                        
391 同注 385、279 頁。原文：「啊啊、桑間陌上、夫唱婦隨、更有你両個愛情的結晶、啊啊我啊！我是一個
有妻不能愛、有子不能撫的無能力者、在人生戦場上的惨敗者、現在是在逃亡的途中的行路病者。」 






























                                                        
393 同注 385、276 頁。原文：「啊啊、自然呀、生生不息的万物呀、我錯了、我不応該離開了你們、到那穢
濁的人海中間去覓食去的。」 
394 同注 385、277 頁。原文：「唉、良辰美景奈何天、我在這樣的大自然里怕已没有生存的資格了罷、因為
我的腕力、我的精神、都被現代的文明撒下了毒薬、悪化為零、我那里還有執了鋤耜、去和農夫耕作的能力
呢！」 





























                                                        
396 同注 385、282 頁。原文：「開了一個単房間、洗了一個手臉、茶房拿了一張紙来、要我填写姓名年歳籍
貫職業。我対他呆呆的看了一忽、他好像是疑我不曾出過門、不懂這規矩的樣子、所以又仔仔細細的解説了
一遍。」 

































































                                                        
398 郁達夫「写完了『蔦蘿集』的最後一篇」〔初出：『中華新報・創造日』第 86 期、1923〕、原文：「『血
淚』……『蔦蘿集』……『還郷記』……三篇雖産生年月不同、落筆時的心境各異、然而我想一味悲痛的情
調、是前後一致的。」引用は『郁達夫全集』第 5 巻 78 頁より。 


























































































                                                                                                                                                                  
四運動、5・4 運動とも表記される。抗日・反帝国主義だけではなく反封建主義の側面もあった。 
402 中国の五・四新文学運動から生まれた中国近代文学史上一番目の文学団体。鄭振鐸 12 人が発起人とな
り、1921 年北京で成立。「人生のための芸術」を主張し、「小説月報」などを編集発行。創作とロシア・




404 郁達夫「純文学季刊『創造』出版予告」〔初出：『時事新報』9 月 29 日号、1921〕、原文：「自文化
運動発生後、我国新文芸為一二偶像所壟断、……創造社同人……打破社会因襲、主張芸術独立。」引用は
『郁達夫全集』第 5 巻 22 頁より。 
405 魯迅「上海文芸之一瞥」〔初出：『文芸新聞』第 20・21 期、1931〕、原文：「創造社是尊貴天才的、
為芸術而芸術的、……」（創造社は、天才を尊重し、芸術のための芸術で、……）引用は人民文学出版社
魯迅著作編集室編『魯迅全集』第 4 巻『二心集』（人民文学出版社、1981）295 頁より、訳文は学習研究




























407 郁達夫「芸文私見」〔初出：『創造』季刊第 1 巻第 1 期、1922〕、原文：「目下的中国、……新聞雑誌
社上主持文芸的仮批評家……」引用は『郁達夫全集』第 5 巻 26 頁より。 
408 郭沫若「海外帰鴻」〔初出：『創造』季刊第 1 巻第 1 期、1922〕、原文：「我国的批評家……什麼自然
主義啦、什麼人道主義啦、要拿一種主義来整斉天下的作家、……」引用は伊藤虎丸編『創造社資料』（ア




410 魯迅「怎麼写―夜記之一」〔初出：『莽原』半月刊第 18・19 期合併号、1927〕、原文：「作者借別人
以敘自己、或以自己推測別人的東西、……」引用は人民文学出版社魯迅著作編集室編『魯迅全集』第 4 巻
『三閑集』（人民文学出版社、1981）22、23 頁より、訳文は学習研究社『魯迅全集』編集室編『魯迅全集』
第 5 巻松井博光・中野清・三木直大訳『三閑集』（学習研究社、1984）219 頁より。 
































                                                        
412 注 178 参照。 














































































                                                        
414 同注 1、153-166 頁参照。 
204 
 






















                                                        
415 人民文学出版社魯迅著作編集室編『魯迅全集』第 1 巻（人民文学出版社、1981）414 頁参照。 




版社魯迅著作編集室編『魯迅全集』第 1 巻『吶喊』（人民文学出版社、1981 初版。以下『魯迅全集』と省








































頁より、訳文は『全集』第 2 巻丸山昇訳『吶喊』14 頁より。 
419 魯迅『故郷』〔初出：『新青年』第 9 巻第 1 号、1921〕、原文：「希望是本無所謂有、無所謂無的。這
正如地上的路。其実地上本没有路、走的人多了，也便成了路」。引用は『魯迅全集』第 1 巻『吶喊』485



















 一方、『彷徨』は『吶喊』の後で出版された小説集であり、魯迅の 1924 年から 1925 年
までの十一篇の小説を収録している421。最初の一篇の『祝福』は 1924 年 2 月 7 日に422、最












願意遵奉的命令。」引用は『魯迅全集』第 4 巻『南腔北調集』456 頁より、訳文は『全集』第 6 巻竹内実
訳『南腔北調集』286、287 頁より。 
421『魯迅全集』第 2 巻 2 頁参照。 
422 同注 421、21 頁参照。 




























                                                        





































































                                                        
427 同注 425。 
428 『魯迅全集』第 1 巻『吶喊』420 頁参照。 
429 同注 418。 
430 魯迅「娜拉走後怎樣」〔初出：北京女子高等師範学校『文芸会刊』第 6 期、1924〕、原文：「人生最苦
痛的是梦醒了无路可以走。做梦的人是幸福的。倘没有看出可走的路、最要緊的是不要去惊醒他。」引用は
『魯迅全集』第 1 巻『墳』159 頁より、訳文は『全集』第 1 巻伊藤虎丸ほか訳『墳』221 頁より。 
210 
 


























                                                        

































 また、1925 年『彷徨』創作中の魯迅の言論を見ると、例えば、魯迅は 1925年 5 月 8 日




的。但是从那里来、怎麼地来、我也是不能確切地知道。」引用は『魯迅全集』第 1 巻『墳』160、164 頁よ



























                                                        




迅全集』巻 3『華蓋集』51 頁より、訳文は『全集』第 4 巻相浦杲訳『華蓋集』65、66 頁より。 
435 魯迅「導師」〔初出：『莽原』週刊第 4 期、1925〕、原文：「要前進的青年們大抵想尋求一個導師。然
而我敢説、他們将永遠尋不到。……凡自以為識路者、……假如真識路、自己就早進向他的目標、何至於還





























                                                        



































                                                        

































                                                        









 『頭髪的故事』では、語り手である「私」と主人公「私」の先輩 N が登場している。
小説では、「私」は N の話を突拍子もないものであると思い、N と対立する存在であり、
つまり、本小説の「私」と N は「分裂的自我」である。また、下線部②によると、小説
の二つ目の話である N の断髪と女子学生の断髪問題は、魯迅自身の経験である。まず、
断髪に関する N の心境と魯迅の心境について、分析を加えたい。 





















                                                        

































                                                        
441 魯迅「病後雑談之余」〔初出：『文学』月刊第 4 巻第 3 号、1935〕、原文：「我的辮子留在日本、一半
送給客店里的一位使女做了假髪、一半給了理髪匠、人是在宣統初年回到故郷来了。一到上海、首先得装假
辮子。……装了一个多月、……索性不装了。……走出去時、在路上所受的待遇完全和先前両様了。……最
好的是呆看、但大抵是冷笑、悪罵。」引用は『魯迅全集』第 6 巻『且介亭雑文』187 頁より、訳文は『全
集』第 8 巻今村与志雄訳『且介亭雑文』219 頁より。 
442 同注 440。原文：「「現在你們這些理想家、又在那里嚷什麽女子剪髪了、又要造出許多毫无所得而痛苦
的人！」「現在不是已経有剪掉頭髪的女人、因此考不進学校去、或者被学校除了名麽？」」引用は『魯迅





























                                                        
































                                                        





管不同、而対于這様的女人、却从不聞有一処仇視她的。」引用は『魯迅全集』第 3 巻『而己集』467-469 頁
より、訳文は『全集』第 5 巻井口晃訳『而己集』79-82 頁より。 





























  ④N の話はますます突拍子もないものになってきた。……446 




時常剪剪而已。」引用は『魯迅全集』第 1 巻『墳』177、178 頁より、訳文は『全集』第 1 巻伊藤虎丸ほか
訳『墳』241-243 頁より。 



































                                                                                                                                                                  



































                                                        



























                                                        






些無聊的事情、等於什麼也没有做。」」引用は『魯迅全集』第 2 巻『彷徨』26、27 頁より、訳文は『全集』
第 2 巻丸尾常喜訳『彷徨』221 頁より。 
450 同注 416。原文：「「你鈔了這些有什麼用？」有一夜、他翻着我那古碑的鈔本、発了研究的質問了。 
「没有什麼用。」 
「那麼、你鈔他是什麼意思呢？」 






























                                                        



































































                                                        
453 魯迅『孤独者』〔初出：『彷徨』（北新書局、1926〕、原文：「他是一個短小瘦削的人、長方臉、蓬松
的頭髮和濃黑的鬚眉占了一臉的小半、只見両眼在黑気里発光。……他到很親近失意的人。雖然素性這麼冷。」
引用は『魯迅全集』第 2 巻『彷徨』88、89 頁より、訳文は『全集』第 2 巻丸尾常喜訳『彷徨』291、293 頁
より。 
454 魯迅「我怎麼做起小説来」〔初出：『創作的経験』（天馬書店、1933）〕、原文：「人物模特児也一樣、
没有專用過一個人。」引用は『魯迅全集』第 4 巻『南腔北調集』513 頁より、訳文は『全集』第 6 巻竹内
実訳『南腔北調集』344 頁より。 


























                                                        






 然而連殳気岔了、只看了我一眼、不再開口。」引用は『魯迅全集』第 2 巻『彷徨』91 頁より、訳文は『全
集』第 2 巻丸尾常喜訳『彷徨』295 頁より。 
457 魯迅「五十七 現在的屠殺者」〔初出：『新青年』第 6 巻第 5 号、1919〕、原文：「殺了「現在」、也
便殺了「将来」。－将来是子孫的時代。」引用は『魯迅全集』第 1 巻『熱風』350 頁より、訳文は『全集』
第 1 巻伊藤虎丸訳『熱風』432 頁より。 

























 魯迅は 1927 年に「答有恒先生」を以て、青年に対する見方を以下のように説明する。 
 
                                                        
459 魯迅「六十三 「與幼者」」〔初出：『新青年』第 6 巻第 6 号、1919〕、原文：「在有島武郎『著作集』
里看到「與幼者」這一篇小説、覚得很有許多好的話。……「你們若不……超越了我、向着高的遠的地方進
去、那便是錯的。……你們該従我的倒斃的所在、跨出新的脚步去。但那里走、怎麼走的事、你們也可以従
































                                                        
461 同注 437。原文：「我的一種妄想破滅了。我至今為止、時時有一種楽観、以為圧迫、殺戮青年的、大概
是老人。這種老人漸漸死去、中国総可比較地有生気。現在我知道不然了、殺戮青年的，似乎倒大概是青年。」
引用は『魯迅全集』第 3 巻『而己集』453 頁より、訳文は『全集』5 巻井口晃訳『而己集』65、66 頁より。 
462 魯迅「序言」〔初出：『三閑集』（北新書局、1932〕、原文：「我一向是相信進化論的、総以為将来必
勝於過去、青年必勝於老人。……後来我明白我倒是錯了。……便時常用懐疑的眼光去看青年。」引用は『魯
迅全集』第 4 巻『三閑集』5 頁より、訳文は『全集』第 5 巻松井博光・中野清・三木直大訳『三閑集』199、
200 頁より。 
463 同注 435。原文：「醒着、睡着、玩着、前進。」引用は『魯迅全集』第 3 巻『華蓋集』55 頁より、訳文






























                                                        
464 魯迅「論睁了眼看」〔初出：『語糸』週刊第 38 期、1925〕、原文：「現在青年的精神未可知、在体質、
却大半還弯腰曲背、低眉順眼、表示着老牌的老成的子弟、馴良的百姓。」引用は『魯迅全集』第 1 巻『墳』






























                                                        
465 魯迅「怎麼写―夜記之一」〔初出：『莽原』半月刊第 18・19 期合併号、1927〕、原文：「作者的意思、
大略是説凡文学家的作品、多少総帯点自叙伝的色彩的、若以第三人称来写時、則時常有誤成第一人称的地
方。……但我想、体裁似乎不関重要。……但只要知道作品大抵是作者借別人以敘自己、或以自己推測別人






























































































































































































                                                        
466 蕭斌如・邵華『郭沫若著訳書目』（上海文芸出版社、1980）411 頁参照。 
467『郁達夫全集』第 10 巻 37 頁参照。 
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頁、行   誤 正 







































11 頁、注 34、1 行目 成倣吾「『吶喊』的評論」 成仿吾「『吶喊』的評論」 














19 頁、注 49、2 行目 391-393 頁。 31-58 頁。 
















166 頁、注 344、1 行目 原文：「我的異郷飄泊的生涯、 原文：「我的異郷漂泊的生涯、 
186 頁、注 384、1 行目 原文：「我的異郷飄泊的生涯、 原文：「我的異郷漂泊的生涯、 
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